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日
本
共
産
党
の
穀
田
惠
二

国
対
委
員
長
・
衆
院
議
員
は

８
日
、
江
津
市
で
開
か
れ
た

演
説
会
で
、
５
月
２
０
日
告

示
の
同
市
議
選
で
の
現
有
２

議
席
確
保
、
来
年
の
参
院
選

と
統
一
地
方
選
で
の
躍
進
を

訴
え
ま
し
た
。 

 

社
民
党
の
山
本
誉
県
議
な

ど
会
場
の
約
３
割
が
党
外
の

参
加
者
で
し
た
。 

 
穀
田
氏
は
安
倍
政
権
の
も

と
で
相
次
ぐ
公
文
書
改
ざ

ん
、
ね
つ
造
、
隠
ぺ
い
な
ど

を
「
民
主
主
義
を
脅
か
す
極

め
て
重
大
な
問
題
だ
」
と
批

判
し
、「
政
権
と
し
て
の
機
能

不
全
、
統
治
機
構
の
危
機
的

状
況
に
あ
る
」
と
指
摘
。
安

倍
政
権
の
強
権
政
治
や
国
政

の
私
物
化
が
問
題
の
根
本
に

あ
る
と
し
、
内
閣
総
辞
職
を

2018 年 

 

 

 

  

 

そ
の
議
員
か
ら
聞
か
れ
た
。
咄
嗟
の

こ
と
で
戸
惑
っ
て
い
る
と
、
議
員
は

「
議
会
の
質
問
は
す
で
に
調
べ
て
分

か
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
え
て
聞
く
こ

と
で
あ
り
、
学
校
の
質
問
は
生
徒
が

分
か
ら
な
い
こ
と
を
先
生
に
尋
ね
る

こ
と
だ
」
と
続
け
た
▼
さ
ら
に
「
だ

か
ら
議
会
の
質
問
は
、
答
弁
を
予
想

し
次
の
一
手
を
ど
う
繰
り
出
し
た

ら
、
国
民
や
住
民
に
と
っ
て
前
向
き

の
答
弁
を
引
き
出
せ
る
か
、
ま
た
行

政
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
で
き
る
か

を
考
え
て
、
練
り
に
練
っ
た
設
問
と

資
料
を
手
元
に
準
備
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
が
秘
書
の
第
一
の
仕
事
だ
。
だ

か
ら
、
わ
が
党
は
質
問
と
い
わ
ず
論

戦
と
言
っ
て
い
る
」
と
▼
先
の
小
池

晃
参
院
議
員
の
論
戦
を
聞
い
て
、
そ

の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
小
池
さ
ん

は
「
昭
恵
さ
ん
が
園
長
や
校
長
を
し

て
い
た
学
校
は
ど
こ
か
」
と
、
そ
れ

ま
で
「
あ
ま
た
あ
る
」
と
答
え
て
い

た
安
倍
首
相
に
質
問
し
た
。
し
ど
ろ

も
ど
ろ
の
安
倍
首
相
が
、
後
ろ
か
ら

の
ペ
ー
パ
ー
を
か
ろ
う
じ
て
読
み
上

げ
る
と
、
小
池
さ
ん
は
「
何
が
あ
ま

た
あ
る
の
か
。
２
校
だ
け
で
、
そ
れ

も
モ
リ
・
カ
ケ
の
２
校
だ
け
。
ま
さ

に
首
相
の
影
響
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
学
園
だ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
▼

先
日
、
朝
日
新
聞
に
「
議
会
質
問
、

手
取
り
足
取
り 

大
阪
府
部
局
が
議

員
側
と
調
整
」
と
い
う
記
事
が
出
て

い
た
。
府
議
会
の
自
民
党
や
大
阪
維

新
の
議
員
の
質
問
原
稿
を
、
答
弁
す

る
側
の
行
政
当
局
者
が
作
成
し
て
い

る
と
の
報
道
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
は
、

行
政
の
問
題
点
が
追
及
で
き
ず
、
強

い
て
は
住
民
の
要
望
実
現
も
行
政
側

の
都
合
の
い
い
よ
う
に
処
理
さ
れ
て

し
ま
う
。
住
民
か
ら
選
ば
れ
た
議
員

と
し
て
失
格
で
あ
ろ
う
。 

 
 
(

吉
） 

 

｢

議
会
の
質
問
と
学
校
で
の
質

問
の
ち
が
い
を
ど
う
思
う

か｣

。
４
０
年
も
前
、
国
会
議

員
の
秘
書
に
成
り
立
て
の
頃
、
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求
め
ま
し
た
。 

そ
の
上
で
、
市
民
と
野
党

の
共
闘
に
よ
っ
て
、
改
ざ
ん

問
題
で
は
佐
川
宣
寿
・
前
理

財
局
長
を
証
人
喚
問
し
、
裁

量
労
働
制
の
拡
大
も
撤
回
さ

 

１
日
告
示
さ
れ
た
大
田
市

議
選
（
定
数
２
０
）
で
、
日

本
共
産
党
の
大
西
修
氏
（
６

５
）
が
５
期
目
の
再
選
を
果

た
し
、
亀
谷
優
子
氏
（
３
２
）

が
無
投
票
で
初
当
選
し
ま
し

た
。 

 

大
西
、
亀
谷
の
両
氏
は
、

国
保
料
１
世
帯
１
万
円
引
き

下
げ
、
市
立
病
院
へ
の
整
形

外
科
医
確
保
、
県
内
一
高
い

水
道
料
の
負
担
軽
減
、
子
ど

も
医
療
費
の
高
校
卒
業
ま
で

の
無
料
化
、
小
中
学
校
へ
の

参加者１５０人の声援にこたえる（左から）森川市議、穀田国対
委員長、多田市議（江津市） 

せ
る
な
ど
安
倍
政
権
を
追
い

詰
め
て
き
た
と
強
調
。「
共
同

の
力
で
政
治
を
変
え
る
共
産

党
を
大
き
く
し
て
こ
そ
、
政

治
は
変
わ
る
し
、
変
え
ら
れ

る
」
と
力
説
し
ま
し
た
。 

エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
を
訴
え

ま
し
た
。 

安
心
で
き
る
地
域
医
療
体
制

の
整
備
▽
水
道
料
金
の
値
上

げ
ス
ト
ッ
プ
▽
買
い
物
や
通

院
に
便
利
な
交
通
手
段
の
確

保
―
な
ど
の
政
策
を
掲
げ
て

い
ま
す
。 

寺
戸
氏
は
、
連
日
街
頭
に

立
ち
、
森
友
公
文
書
改
ざ
ん

や
防
衛
省
文
書
改
ざ
ん
問

題
、
裁
量
労
働
制
デ
ー
タ
ね

つ
造
の
安
倍
内
閣
退
陣
を
訴

え
、「
町
議
選
で
、
日
本
共
産

党
の
躍
進
で
津
和
野
か
ら
安

倍
ノ
ー
の
声
を
あ
げ
よ
う
」

と
呼
び
か
け
、
奮
闘
し
て
い

ま
す
。 

津
和
野
町
議
選
（
定
数
１

２
）
が
１
７
日
告
示
・
２
２

日
投
票
で
行
わ
れ
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
寺
戸
ま

さ
子
町
議
＝
現
＝
を
擁
立
し

て
た
た
か
い
ま
す
。
１
名
オ

ー
バ
ー
の
少
数
激
戦
と
な
る

見
込
み
で
す
。 

寺
戸
氏
は
「
町
予
算
の
使

い
方
を
く
ら
し
応
援
に
」
と

強
調
し
、
約
１
１
億
円
の
財

政
調
整
基
金
の
一
部
を
活
用

し
て
、
▽
国
保
税
・
介
護
保

険
料
の
さ
ら
な
る
引
き
下
げ

▽
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設

の
創
設
▽
子
ど
も
医
療
費
の

高
校
卒
業
ま
で
の
無
料
化
▽

●４月２１日（土） １０時～ 
●キッチンスタジオ・ナド（松江市西川津町 3234-2） 
Lesson① 知っておきたいワークルール 

島根県労働委員会 主幹 村川令一郎氏 

Lesson② マナーをよくして印象ＵＰ 

        心理カウンセラー 宮月純子氏 
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亀谷優子氏 大西修氏 

 

日
本
共
産
党
の
尾
村

利
成
、
大
国
陽
介
両
県

議
の
「
県
政
だ
よ
り
」

（
２
０
１
８
年
春
号
）

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま

し
た
。（
写
真
） 

Ｂ
４
サ
イ
ズ
・
片
面

フ
ル
カ
ラ
ー
の
両
面
仕

様
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ご
覧
に
な
り
た
い
方

は
党
東
部
地
区
、
中
部

地
区
委
員
会
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 


